
１ ．はじめに

・北九州市内一の大規模校（生徒数９０１名）

・帰国外国人センター校

・学研都市（校区に大学があり、外国の方が多い）

・英語教育Leading Schoolの指定（校区光貞小学校も同様）

北九州市の英語教育を牽引するリーダー校の役割
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多様なグローバル社会の中でコミュニケーションを図り、
自分の考えや気持ちなどを即興的に英語で表現できる生徒の育成

～outputにつながる効果的なinputの指導を通して～



＜研究の仮説＞

・内容の伝え合いのための支持的風土づくり

・効果的なインプットのための帯活動や中間指導

・既習の言語材料を用いてアウトプットする場面の設定

自分の考えや気持ちなどを即興的に英語で表現できる生徒



２．研究の手だて

①アウトプットのための効果的なインプット

②帯活動の充実（PD、チャット、個人スピーチ）

③適切な目的・場面・状況の中でのタスクの設定

④中間指導時のパラフレーズとやり取りの価値付け

⑤アウトプットのための場の設定



〇コミュニケーションの手段のための英語使用
（教師・生徒ともに）

〇相づち
（聞き手を育てるために相づちをうたせる）

○問い返し
（T-S、S-Sの発話の中で問い返しを行い、内容を確認させる）

○関連質問
（質問をし、内容面に焦点を当てやり取りを深めさせる）

①アウトプットのための効果的なインプット

どのようなことが
表現できるのか

どのような場面で
使われるのか



研究の手だて

①アウトプットのための効果的なインプット

②帯活動の充実（PD、チャット、個人スピーチ）

③適切な目的・場面・状況の中でのタスクの設定
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1往復のやり取り

A:What’s this?
B:It’s a computer.
A:Yes.

自分の意見を加える

A:Yes. I have 
a computer.
How about you?

問い返しや意見を加える

A:Oh,really?
My computer is old.
So I want a new one.

まとまりのある内容

A:I want a new 
computer 
because mine 
is very old.

(1)教師とALTのやり取りを見せる

(2)生徒とやり取りを行い、見通しをもたせる

※意見・問い返しなどのやり取りを段階的に増やす

(3)全体を見取り、よいやり取りを全体で共有する

※写真の描写にとどまらず、お互いの考えを交流する

②帯活動の事例＜ピクチャーディスクライビング＞



中間指導をも
とに再度言語
活動を行う

(5)S-S
やり取り②

・内容への気
付き
・意図的中間
指導

(4)中間指導

やり取りや発
問、話題の投
げかけを行う

(1)T-T
教師のやり取り

生徒同士で
やり取り行う

(3)S－S
やり取り①

(1)チャットを始める前に、言語材料を示さず、教師とALTのやり取りを見せる（T-T)

(2)やり取りの例を見せた後、生徒とやり取りを行い、見通しをもたせる（T-S）

(3)生徒同士でやり取りを行わせる（S-S）

(4)良い表現を共有したり、言えなかった表現を拾ったりして、中間指導を行う。

(5)中間指導を生かして、異なるペアでもう一度やり取りを行う。（S-S）

②帯活動の事例＜１分間チャット＞

教師のやり取り
を参考に、見通
しをもつ

(2)T-S
生徒とのやり取り



使用した言語材
料の価値付けを
行う

(4)価値付け

既習の言語材料
を用いて、ス
ピーチを行う

(1)個人スピーチ

スピーチの内容
に関するやり取
りを２往復以上
行う

(3)やり取り

(1)既習の言語材料を用いて、個人スピーチを行う（テーマは生徒が決定）

(2)スピーチ中、聞き手は相づちをうつ

(3)スピーチ後、聞き手は内容に関する質問を行い、２往復以上のやり取りを行う

(4)教師はスピーチの価値付けを行う（記録に残す評価は行わない）

②帯活動の事例＜個人スピーチ＞

相づちをうちな
がら、質問の準
備をする

(2)聞き手の
相づち
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③適切な目的・場面・状況の中でのタスクの具体

【第１学年】

・浅川中の様子を校区の小学生とホームページで知らせよう。

・北九州に住む外国の方に浅川周辺のおすすめの場所を紹介しよう。

【第２学年】

・Danieleに近況を知らせる英語の手紙を書こう。

・福岡に来るALTの先生に福岡のおすすめの場所を紹介しよう。

【第３学年】

・フェアトレードを普及させるポスターを作り、全校に取組を広めよう。

・タイムマシーンがあったら、いつの時代に行きたいか交流しよう。



研究の手だて
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④やり取りの価値付け＜ファシリテーター＞

(1)教師と生徒（ファシリテーター）がやり取りを行う（T－S)

(2)やり取りの間は、聞き手は相づちをうつ

(3)ファシリテーターは生徒を指名し、２往復以上のやり取り（内容の質問など）を行う（FーS）

(4)教師はやり取りの価値付けを行い、再度生徒同士でやり取りを行う。（SーS)

①～③のやり取
りを聞いた後、
再度やり取りを
行い、中間指導
で学習した表現
を使用する。

(4)やり取り
（S－S）

教師とファシリ
テーターの生徒
とのやり取りを
見せ、内容への
気付き、汎用性
のある表現を拾
う。

(1)やり取り

(T－S）

ファシリテーター
は、２往復以上の
やり取りを行い、
聞き手は相づちを
うちながら、やり
取りを見る。

(3)やり取り
（F－S)

聞き手は、相づ
ちをうちなが
ら、やり取りを
聞く。

(2)聞き手の

相づち



研究の手だて

①アウトプットのための効果的なインプット
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③適切な目的・場面・状況の中でのタスクの設定

④中間指導時のパラフレーズとやり取りの価値付け
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⑤アウトプットのための場の設定

・語彙を文脈の中で使用させる語彙指導

・内容の伝え合いのための言語材料の導入

・チャット表現集（マイクラ表現）の活用

・語順表の活用
What is it like？
What do you think about
Have you ever tried



⑤アウトプットのための場の設定（家庭学習帳）

メニューB⑦：自分の好き人や物に
ついて５文以上で紹介してみよう。

A : I will tell you about my favorite
singer! Do you know her?

B : Yes. What a beautiful woman!



メニューC⑧：オリジナルのメニューを
作ってみよう

How was it?を文脈の中で使用
A : I watched a movie with my friend.
B : How was it?
A : It was interesting.
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３．研究の成果と課題 ＜成果①＞ 英検IBA結果
英検３級以上の

判定が出た生徒数の
全国、県、市の比較



＜成果②＞アンケート結果

【授業全般】

・先生とALTの会話で、やり取りの仕方が分かる

・会話をする機会が多く、やり取りする力がついた

・この場面で学習したこれが使えると考えるようになった

【個人スピーチ】

・友だちの話題に関心をもって、質問することができた

・何度も聞いているうちに、自然と頭に浮かぶようになった

・友だちの質問を参考にし、回を重ねる毎に質問力が上がった



【チャット】

・話題が身近で、難しい話題でも先生のやり取りで分かる

・習った表現で自分の意見を伝えられるようになり、文の組み合わせ

が頭の中に浮かぶようになった

・学習したことを語順表に置き換えると話せるようになった

・その単語が言えなくても、パラフレーズして別の言い方で伝えられる

ようになった

・共有の時間に友だちの意見を聞けるので、参考になる



＜成果③＞ 振り返りシートの記述内容

前に習ったことを思い出しながら書け
ました。

分からない英語を色々な方法で表現
できた。他にも使えそうなことがい
くつかありそうです。

自分が言えることの中で伝えたい文
に近づけるパラフレーズの練習をし
ようと思います。

伝えたい語彙や表現が言えなくても、
既習のものやパラフレーズをすることに
よって、伝えたい内容が言えるという気付き



○第３者への相手意識をもたせた場面と言語活動

○中間指導の充実とそのための効果的な板書

○正確性を高めるための指導

○単元計画と評価の一体化

４．おわりに



ご清聴ありがとうございました。

多様なグローバル社会の中でコミュニケーションを図り、
自分の考えや気持ちなどを即興的に英語で表現できる生徒の育成

～outputにつながる効果的なinputの指導を通して～


